
No.195 むなかたタウンプレス 平成23年5月1日 （12）

絆とは　みんなでいっしょに　つくるもの（吉田祥太郎・河東西小６年） つくろうよ　思いやりの輪　やさしさで（寺本友美・日の里東小６年）

お知らせ・そうだん

心とからだ� ────────
■なんでも相談
（市役所北館1階・福祉課横）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）2237
■心配ごと相談
（市社会福祉協議会）
▽市役所
第2・4木曜日10:00～15:00
▽自由ヶ丘コミセン
奇数月の第3木曜日10:00～15:00
▽日の里コミセン
偶数月の第3木曜日10:00～15:00
☎（37）1300
■こころと生き方の相談
（男女共同参画推進センターゆい・
市民活動交流館内）
第1・2・3・4木曜日13:00〜17:00
☎（36）0250
＊予約制
■こころの健康相談
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
第1金曜日、第2・3・4・5水曜日
13:30〜16:00
☎（36）2473
＊予約制
■補聴器相談
（市役所本館1階・第2相談室）
5月11日（水）10:00～12:00
5月20日（金）10:00～12:00
5月24日（火）11:00～12:00
（ゆうゆうぷらざ）
5月24日（火）9:00～10:00
☎（36）3135

■原爆被害者援護相談
（市役所本館2階・応接室）
第3水曜日13:00〜17:00
☎（36）3135
■エイズ・性感染症の相談・検査
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
毎週火曜日9:00〜11:00
☎（36）6098
＊匿名、無料、予約制、電話相談
　は随時
■B.Ｃ型肝炎の相談・検査
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
毎週火曜日9:00〜11:00
☎（36）6098
＊無料、予約制、電話相談は随時
■女性の健康相談（面接相談）
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
第3水曜日13:00〜16:00
＊変更の場合あり
☎（37）4070
＊予約制、電話相談は随時
■不妊相談
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
月〜金曜日9:00〜16:00
☎（37）4070（専用）
子ども・子育て�───────
■家庭児童相談
（市役所西館1階・家庭児童相談室）
月〜金曜日8:30〜17:00
＊祝日、年末年始は休み
☎（36）1302
■発達支援センター
（市民活動交流館内）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）0224
■子育て支援センター「ふらこっこ」
（市民活動交流館内）

月〜金曜日、第2土曜日10:00〜15:30
＊第2水曜日午後、祝日は休み
☎（37）3741
■青少年センター
（市民活動交流館内）
月〜金曜日9:00〜16:30
☎（36）8303、☎（37）3500
■子どもホットライン24
（県福岡教育事務所）
☎092（641）9999
＊24時間受付
■乳幼児発達診査
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
偶数月の第1火曜日13:00〜16:00
☎（36）2366　＊予約制
行　政� ──────────
■行政相談
（大島行政センター）
第2火曜日13:00〜15:00
（市役所本館2階・応接室）
第2火曜日10:00〜15:00
☎（36）5050
交通事故� ─────────
■交通事故相談
（市役所本館1階・第1相談室）
第1月曜日10:00〜15:00
☎（36）5050
■交通事故相談（県庁）
月〜金曜日9:00〜16:00
☎092（622）0403
仕　事� ──────────
■職業紹介・相談
（市役所北館2階・地域職業相談室）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）1150
■就業相談
（男女共同参画推進センターゆい・

市民活動交流館内）
第3水曜日10:00〜12:00
☎（36）0250　＊予約制
■母子家庭等就業相談
（市役所本館１階・第１相談室）
第1・3水曜日10:00〜15:00
母子家庭等就業・自立支援セン
ター飯塚ブランチ
☎0948（21）0390　＊予約制
法　律� ──────────
■法律相談
（県庁1階・県民相談室）
第1・3金曜日13:00〜16:00
☎092（643）3333　＊予約制
（男女共同参画推進センターゆい・
市民活動交流館内）
第3火曜日13:00〜16:00
☎（36）0250　＊予約制
■消費生活相談
（市消費生活センター）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（33）5454
■養育費電話相談
（県母子家庭等就業・自立支援センター）
母子家庭の母や離婚協議中の人を対象
月〜金曜日9:00〜16:00
＊祝日、年末年始は休み
☎092（584）3931
■多重債務電話相談
（県弁護士会）
毎週土曜日10:00〜13:00
＊土曜日が祝日の場合は休み
☎092（721）6778
（福岡財務支局）
月〜金曜日9:00〜17:00
＊祝日、年末年始は休み
☎092（411）7291

■国民年金相談
（東福岡年金事務所）
月〜金曜日8:30〜17:15
＊土曜日の開設日時は問い合わせを
☎092（651）7129
▽ねんきん定期便の問い合わせ
☎0570（058）555
▽年金に関する相談
☎0570（05）1165
■警察相談（宗像警察署）
月〜金曜日9:00〜17:45
＊祝日、年末年始は休み
♯9110、☎（37）2000
■むなかたホットライン
（NPO法人福岡ジェンダー研究所）
子育て、セクハラなどの相談
毎週月・水曜日10:00〜17:00
＊祝日は休み
☎093（561）5737
そのほか　�─────────
■ボランティア相談
（市民活動・NPOボランティア
センター・市民活動交流館内）
毎週水曜日13:00〜16:00
☎（37）4100
■住宅相談（訪問相談）
（住マイむなかた）
月〜金曜日9:00〜16:00
☎（37）2525　＊予約制

水が漏れたとき…
下水が詰まったとき…

宗像管工事協同組合
☎（37）0435
▽24時間受付
▽私有地内工事有料
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つぶしはたいへんでした。
やがて、豆乳の甘い香り
が漂い、「おいしそう」と声が上がりました。
　児童の三苫あやさんは、「楽しい学習で
した。豆腐が好きになりました」。同じく、
天野海斗（かいと）くんは、「レシピ通り
に造ったら出来栄えも良かったよ」とにっ
こり。
　児童たちは残った大豆を持ち帰って、「家
でも豆腐を造り、家族に振る舞いたい」と
笑顔がはじけていました。
　保護者の城朋子さんと久保田みゆきさん
がアシスタントで参加。担任の篠崎暁生（あ

きお）先生は、「子どもたちが豆腐造りを喜び、興味を抱いてくれ
て良かった」と満足していました。
　食育用の大豆畑は、同校横の約80㎡。学校の近く

に住んでいる清水正博さん（61歳）から無償
で提供してもらいました。畑に昨年７月、大

豆の種をまき、秋に収穫して
枝豆に。枝豆は給食にも提供し、全校児童
にも宗像大豆のおいしさを味わってもらい
ました。� （市民記者　原きよし）

■問い合わせ先 　　　　　　　
玄海小学校　☎（62）００２５

　玄海小学校の３年生18人が３月７日、豆
腐造りに挑戦しました。日本一に輝いたこ
とがある宗像産の大豆を「食育」のテーマ
にして、種まきから取り組んできた活動の
総決算です。
　児童たちは、エプロンを着け、頭にはバ
ンダナを結んで、家庭科室に集まりました。
前日から、18時間程度大豆を水に浸して準
備は万全。
　講師は、「ラッパの豆腐屋さん」の和田正
隆さん（59歳・田島）。大豆の計量、水や火
の加減、豆乳の凝固に欠かせない「にがり」
の投入具合などをやさしく説明。「火には十
分に気を付けてやけどをしないように。万が一の時は水道水でよく
冷やしなさい」など安全対策も呼びかけました。
　手際よく児童の豆腐造りがスタート。ミキサーを使っての大豆

種まきから豆腐造りまで玄海小の
３年生が挑戦！

手際よく豆腐を造る児童たち
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